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暑さにも負けず、スタッフから学ぶ子供

たちの姿が、太陽と同じくらいまぶしい。



1. 歴史
東京天文台における太陽黒点の実視観測は

1888年、トロートン・シムス製の口径20cm赤道
儀を使用して始められ、1890年7月まで続けら
れた。同年11月からはグラブ製の口径17cmサイ
デロスタットおよびブラッシャー製の口径
12.8cm長焦点レンズを使用して湿板による太陽
面の写真観測が試みられ、1893年まで続けられ
たが定常観測には至らなかった。その後改良が
加えられ、1899年からは定常的写真観測になっ
た。
1911 年からはシュタインハイル製の口径

10 .5cm赤道儀で太陽像の写真観測が始まり、
1922年9月には光学系改良工事のため一時中止
されたが、1939年まで続いた。観測報告が残っ
ているのは1926年であり、写真観測の結果から
「太陽黒点概況」として東京天文台報に報告され
ているが、毎日の黒点群の数（ｇ）と黒点数
（ｆ）は記載されていない。その後、1928年から
１年間は黒点群の数（ｆ）のみの記録が残って
いる。
この間、東京天文台の麻布から三鷹へ移転の

ための建設工事が1914年から始まり、1921年に
は第一赤道儀室が完成し、1926年に口径8イン
チの屈折型赤道儀（カール・ツァイス製）が設
置された。その後、メートル法施行により20cm

赤道儀と呼ぶようになった。この赤道儀では
1938～1939年まで投影法による太陽黒点のスケ
ッチ観測が行われたが、すべてフリーハンドに
よるもので黒点の形状も大雑把なものであった。
しかし、黒点相対数を求めるには、さほど問題
にはならなかったようである。
1940年からはケント紙にコンパスで円を描い

た上に詳細なスケッチをとる観測が始められ、
2000年3月まで、62年間もの長きに渡って太陽
黒点・白斑のスケッチと写真観測が続けられて
きた。（この間、東京天文台は1988年7月に東京

大学を離れ、国立天文台と改称され現在に至る。）
これらの黒点相対数は天文月報第1巻第1号

（1908年）～第42巻（1949年）、東京天文台報第
1巻第1号（1932年）～第9巻第35号（1943年）
およびTokyo Astronomical Bulletin No.7（1927年）
～No.19（1949年）に報告されている。1949年
からBulletin of Solar Phenomenaとして季刊で報
告し、1971年から現在まではMonthly Bulletin of

Solar Phenomenaを月刊で編集し、世界中の各観
測所に発送している。またベルギー・ブリュッ
セルのS.I.D.C.（Sunspot Index Data Center）に集
められた世界中の黒点データは、相対数（Ri）
として報告されるほか、国立天文台太陽活動世
界資料解析センターで発行している I A Uの
Quarterly Bulletin on Solar Activityにも掲載されて
いる。
一方、20cm赤道儀の機能を更新した新黒点望

遠鏡が天文台構内の西側に設置され、CCDカメ
ラによる黒点観測が1998年4月より始まり、従
来のスケッチ観測と並行で観測を行った後、同
年6月に移行を完了した。以後、黒点相対数は
新黒点望遠鏡の観測データによって算出され、
その係数は k=1.0としている。黒点相対数（R）
とは R=k（10g+f）で表され、太陽活動の指標と
して古くから使われている。ｇは太陽面上に現
れた黒点群の数、fは太陽面全体の黒点の数、k

は観測条件による係数で、気象、観測地の立地、
観測器械、観測方法、観測者等によって決まる。
20cm赤道儀で行われていた黒点観測について
は、この係数kの値は0.72～0.6であった。これ
らのデータは太陽物理学研究系のホーム・ペー
ジhttp://solarwww.mtk.nao.ac.jp/database.htmlで閲
覧することが出来る。

2. 保管されていた太陽像
東京大学理学部附属天文学教育研究センター

の設置に伴って取り壊された太陽分光観測室

研究トピックス



（通称、オバケ）には、大正中期から昭和初期
（1917～1938年頃）にかけて観測された貴重な
プレート（乾板）が保管されていた。また20cm

赤道儀ドーム下にも太陽黒点や紅炎、綿羊斑等
のプレート（乾板）があり、これを機会に整理
を始めた。これらのプレートの大きさは現象に
よって様々で、必ずしも一定していない。
太陽黒点はキャビネ判で1926～1936年頃ま

で、紅炎（プロミネンス）もキャビネ判で1925
～1930年頃までを確認している。その保存状態
は一枚毎、ハトロン紙袋に入れ、20枚位をプレ
ート用の厚紙箱に入れ、さらに、30～40箱をま
とめて木箱に収めていた。厚紙箱は虫に食い荒
されてぼろぼろになっていることもあって、重
なっているプレートの上部と下部には、かび等
が生えて相当の傷みが見られるが、中間部に挟
まったプレートはカビの発生も少なく膜面がは
げていないものもあり、これらの中にはスキャ
ナで取り込んで保存・解析出来るものが多数含
まれていた。
また綿羊斑（カルシウム・プラージュ）につ

いては、手札判のプレートで1930～1940年に撮
られたものである。これらも、黒点やプロミネ
ンスのプレートと同様に、中間部に収まってい
るもの程、保存状態が良いようである。その他
に塗装が施された比較的小さい箱には1917～
1929年に観測された黒点、プロミネンス、カル
シウム・プラージュのプレートが収めてあり、
この中で最も古いものは1917年に撮られたカル
シウム・プラージュである。
中でも質の良い画像の例として1917年3月10

日を図１に示す。黒点では1937年7月20日の比
較的活発な時期の良質な画像があり、図２に示
す。また同じ年月日で、3つの現象が揃っている
ものも見つかり興味深いものがある。ちなみに、
これらの黒点、プロミネンス、カルシュウム・
プラージュのプレートの数量は木箱が80箱とダ
ンボール箱が20箱ほどであり、枚数は、まだ数
え終えていないが膨大な量であり、より分けて
整理するだけでも相当な月日を必要とする。こ
れらの観測装置・場所等については今のところ
良く分かっていない。



アメリカ全土で開催される天文学のイベント
「アストロノミー・デー」にあわせ、さる4月20
日に、ハワイ観測所のあるハワイ島ヒロ市では
じめて「アストロデー2002」が開催されました。
ハワイ島はもちろん、ハワイ州、さらにはアメ
リカ本土から、あわせて約12,000人が参加しま
した。
この催しには、ハワイ観測所を含め、マウナ

ケア山に望遠鏡をもつすべての観測所とハワイ
大学が出展したほか、「ヒロ・アストロノミーク
ラブ」などのアマチュア天文グループも活動の
紹介を行いました。また、小学校6年生のグル
ープが、隕石とクレーターについて参加者に説
明するなど、小学校から高校までの生徒も、彼
らの活動を紹介しました。一方、ハワイの文化
に関するグループも参加し、自然と文化の保護
の観点から、マウナケア山の今後の開発に関す
る懸念を表明しました。発表者の何人かは、イ
ベントの中央ステージで、64インチの大プロジ
ェクターも使いながら、マルチメディア発表を
行いました。
多数の展示や体験企画も行われました。例え

ば、赤外線カメラが用意され、参加者に赤外線
での写真撮影を楽しんでもらいました。また、
StarLabのプラネタリウムが、終日開かれました。
子供のコーナーでは、天文学に関するゲームや、
彗星を実際に「作ってみる」企画が行われまし
た。アマチュア天文家は参加者に望遠鏡を見て、
覗いてもらい、質問に答えていました。隕石の
サンプルや、CCDなどの検出器、観測装置も展
示されました。クイズ「sky-Q」には何百人も参
加し、スポンサーによって提供された計$4000
以上の賞金を競いました。そして夕方には、マ
ウナケアビジターセンターにて、アマチュアの
望遠鏡を用いた観望会も開かれました。
私たちがヒロで開いた「アストロデー2002」

は、「スカイ・アンド・テレスコープ／アストロ
ノミカルリーグ」の「アストロノミー・デー賞」
に選ばれました。この賞は、全米で開かれた

「アストロノミー・デー」の企画のなかからもっ
ともすぐれた企画に贈られる賞で、授賞式は、8
月3日に、ソルトレークシティにてとりおこな
われました。
このアストロデーを成功させ、皆さんに天文

学をよりよく知ってもらうことができたのは、
天文学の研究機関、教育機関、そしてハワイの
文化団体が一緒になってこの催しを開催できた
ことによります。私たちは、来年にはもっと大
きく、よりよい企画を実現して、皆さんに参加
してもらいたいと思います。
（ハワイ観測所　RCUH職員　Gary Fujihara）

お知らせ



4月の「NHKニュース番組への生中継」に引
き続き、日本時間7月5日と6日にハワイ島マウ
ナケア山頂のすばる望遠鏡から、NHKのテレビ
番組への生中継が行なわれました。当日は少し
雲が見られましたが、放送時にはすばるに取り
付けたNHKの超高感度ハイビジョンカメラがと
らえた美しい天体のライブ映像を約6000キロメ

ートル離れた日本に届けることができました。
7月5日の生放送の本番前、ハワイではアメリ

カ独立記念日の7月4日夜に、同島ヒロ市にある
ハワイ観測所山麓施設において、すばるとハイ
ビジョンカメラが写し出した天体映像の観望会
を行ないました。
会場となった山麓施設には、近隣の観測所ス

タッフと地元の方々を合わせた100名余りが集
まりました。
すばるがとらえた天体映像は、マウナケア山

頂と山麓施設を結ぶ光ファイバーケーブルの高
速ネットワークにより、会場内のハイビジョン
ディスプレイに映し出されます。今回は、すば
る望遠鏡の観測室と山麓施設をテレビ会議シス
テムでつなぎ、会場から見たい天体のリクエス
トを受けつけ、望遠鏡を動かすデモンストレー
ションを行ないました。標高4,200メートルのマ
ウナケア山頂から届く天体のライブ映像に、参
加者全員が満足している様子でした。

事務におけるＩＴ化と言えば、通常、事務電
算化に代表される事務量の削減・迅速化・正確
化等を指すものと思われますが、今回は管理部
のＩＴ化ということについて、事務情報化ＷＧ
の視点から、これまでの経緯や今後の展望につ
いて考えてみたいと思います。
管理部において、最初に台内向けのホームペ

ージを立ち上げたのは施設課でした。その後、
用度係・庶務係などが開設し運用するに従い重
要性を増していったのですが、担当者の人事異
動等により、更新ができなくなるという問題点
も露呈するようになりました。
また、組織の弊害から複数の係・複数の課に

わたる事務の検討を行うことが困難であったた
め、昨年、管理部各課に横断的な組織として管
理部事務組織研究会が設置され、その下に事務
情報化の検討及び実現を目的とした事務情報化
ＷＧが立ち上げられました。
そこで調査・検討した結果、不可避であるペ

ーパーレス化や事務の情報化・効率化という問
題を踏まえ、本年４月から管理部のホームペー
ジを開設し、各種通知、台内規則、会議室予約
等について整備を行いました。
現在、１日に約200件程のアクセスがあり、

当初目標とした成果を挙げることができたと内
心ホッとすると同時に、皆様からの叱咤・激励
にその責任の重さを痛感しています。今後は、
各係のホームページの統一を図るとともに、行

事予定表のWeb化など更なるサービスの充実を
考えています。
また、管理部においては、ほぼ１人に１台の

パソコンが導入されています。しかしながら、
その有効活用といった面については、個人の努
力と資質に任されている状態です。そこで、各
人の知識の向上によるパソコンの有効活用を考
慮し、参加者を管理部に限定しない形で、実用
パソコン研修を検討しています。
現在、事務情報化WGが抱える問題点はとい

いますと、
①　研究室サイド及び事務サイド双方の利便
化・省力化を考慮しなければならず制約と難
度が高いこと
②　ＷＧのメンバーは、所属する係において業
務を抱えており、ＷＧに関する業務が負担増
となっていること
③　メンバーの日程調整の関係から、機動性・
迅速性に欠けることなどが挙げられます。
今後は、法人化や国の政策により、ＩＴ化の

重要性がますます増大することと思われますの
で、天文台全体としてのＩＴ化を進める組織作
りを考える時期に来ているのかもしれません。
最後になりましたが、管理部ＨＰ開設などＷ

Ｇの業務に多大な御支援・御意見を頂きました
ことをこの場をお借りして御礼を申し上げます。
今後とも事務情報化ＷＧ及び管理部ＨＰをよろ
しくお願いします。

（管理部事務情報化ＷＧ）



スター・ウィーク期間の８月５～８日に、今
年も三鷹キャンパスでは「君天」が実施されま
した。全国から50名の応募があり、作文審査で
選ばれた16名の高校生が、４名ずつグループを
形成し、研究テーマ決め、観測－データ解析－
考察－発表という研究活動の縮図的ともいえる
体験を大学院生からの支援のもと行いました。
３晩とも好天に恵まれ、十分なデータを取得

できた高校生たちは、３日目の発表会（大セミ
ナー室、インターネット中継も実施）において
も台内外の専門家の前で、堂々と発表すること
が出来ました。多くの方に参加いただき感謝し
ております。
本事業は，独立行政法人国立オリンピック記

念青少年センターの「子どもゆめ基金」助成に
よって行われています。
（君が天文学者になる４日間実行委員会　縣秀彦）



８月10日、ＶＥＲＡ入来観測局（鹿児島県）
では、隣接する鹿児島大理学部の光赤外線望遠
鏡施設と協力し、双方にとって完成後初めての
施設の公開と、国立天文台が呼びかけている
「伝統的七夕」に賛同するイベント「八重山高原
星物語2002」を、鹿大理学部、農学部、地元入
来町との共催で開催しました。
施設公開が始まった午前10時頃に、スコール

のような激しい雨に襲われ、イベントの開催が
危ぶまれました。幸いにその後は雨もあがり、
見学者が昼前から続々と訪れ、受付で、パンフ
レットや記念の星座早見を受け取り、直径20ｍ
の電波望遠鏡や１ｍ光赤外線望遠鏡、初めて公
開された観測室内と設置された装置を熱心に質
問しながら見学していました。20ｍの望遠鏡が
動く際には、みんな歓声を上げ見上げていまし
た。
望遠鏡の下では、鹿大の教職員、学生による

「親子で楽しむ科学実験」が、大人気で、常時
100人以上の親子が、竹とんぼやペットボトル
ロケット作りや実験に挑戦していました。農場
の「ふれあい動物広場」も好評で、子どもたち
が山羊をつれて、電波望遠鏡の周りを散歩した
りしていました。クイズに答え、観測所を回る
ウォークラリーも大勢の親子が参加し楽しんで
いました。また、商工会婦人部などが、地元の
特産品や焼肉、そばなどの出店を用意してくれ
ました。
星空観望会は曇天で中止になりましたが、特

設舞台では、子ども人形劇や、地元の伝統芸能、
吹奏楽団、合唱団、バンドの演奏が次々に披露
され、一時、観測所のまわりは野外コンサート
場のようでした。天文クイズでは、正解者に、
宇宙グッズやＶＥＲＡチーズ饅頭が贈られ、最
後まで楽しい催しとなりました。終了間際に星
空が見え出し、１ｍ望遠鏡で待っていた50名ほ
どが幸運にも観望できました。見学者の数は、
880名でした。
イベントの開会式では、地元選出の国会議員、

宮路和明議員、保岡興治議員（代理）から、「宇
宙の県、鹿児島にまたひとつ、世界一の宇宙天
文関連の施設ができて喜ばしい」とのご挨拶を
頂きました。観測室内を見学された際は、「県民
が、こういう施設や装置に接することができる
のは、とても良いこと」と感激されていました。
福元入来町長は、開会の挨拶から終了まで参加
され｢来年も、ぜひ開催したい｣と、喜んでおら
れました。
このイベントは、町役場、教育委員会、ＰＴ

Ａ、宇宙少年団、商工会、観光協会などといっ
しょに、実行員会を作り、企画、宣伝などを相
談しながら進めてきました。初めてのことで不
安もありましたが、大勢の参加者を前に、実行
委員会のみなさんは口をそろえ、「この望遠鏡と
八重山高原がいっしょになったイベントは、す
ばらしい。大成功だ」と言ってくれました。開
催に際して、多大のご尽力をいただき、心より
お礼を申し上げる次第です。

（ＶＥＲＡ推進室　助教授　宮地竹史）



「伝統的七夕」の日にあたる8月15日、三鷹
市芸術文化センター・風のホールにおいて、国
立天文台・三鷹市・同市教育委員会主催の「星
と音楽と落語の夕べ」が開催され、三鷹市内を
中心に250名の来場者がありました。
昨年から、国立天文台で呼びかけが始まった

この「伝統的七夕」。七夕という伝統行事は、江
戸時代に庶民の間に広まり、いまもなお根強い
人気がある風習のひとつです。しかし、古来は
上弦に近い月が夏の天の川にかかる頃の行事だ
ったのが、現在の7月7日は梅雨のさなかであり
なかなか星も見えません。そこで、古来の七夕、
つまり「伝統的七夕」を広くPRして夜空を見上
げる機会をつくろうということになったのです。
その啓発事業として行ったこの催しでは、海

部天文台長による江戸時代の七夕の風習・天の
川についての天文講演会が行われた他、電子ピ
アノ演奏やピアノ弾き語りが披露され、音楽が
紡ぎ出す星や宇宙の世界に、多くの来場者が酔
いしれていました。また、新作七夕落語の披露
では、星や宇宙の話題にからんだ絶妙の噺に、
会場は大きな笑いに包まれました。
これらの催しの終了後は、芸術文化センター

に隣接する連雀中央公園で観望会が行われまし
た。望遠鏡や双眼鏡を通して見る七日の月の神
秘的な輝きは、参加者を魅了し、皆、飽きるこ
となく何度も望遠鏡を覗き込んでいました。そ
して、きっと皆が思ったことでしょう。夜空が
暗かったら、もっともっと星空がきれいに見え
るのに、と。

（広報普及室　教務補佐員　小野智子）



夏の一日、星空を取り戻そうと、国立天文台
はかねてからライトダウン運動を呼びかけてき
ましたが、昨年からは「伝統的七夕」の日に合
わせてライトダウンを呼びかけています。この
呼びかけに賛同いただいた石垣市では、8月15
日に「南の島の星まつり」と銘打った星空観望
会を石垣市、同教育委員会、八重山星の会との
共催で開催することになりました。
石垣市では、VERA石垣島局の開所式を５月

末に行ったばかりですが、そのときに開いた星
空観望会にも多数の市民が集まったので、今回
は参加者1000名を想定して準備をすることにな
りました。会場は、市街地からも近く南天の星
を望むには絶好のサザンゲート緑地公園が選ば
れました。
当日は夕方18時半から受付を始め、まだ明る

いうちは七夕行事として、たんざくに願いごと
を書いて笹竹に飾るなどして過ごしていました
が、そのうち日没前から望遠鏡の前に列ができ
はじめ、月を見せたり、何とか金星を見つけて
観望会が始まりました。19時半に正式に開会、
笹尾教授の挨拶のあと、大濱石垣市長からも
「VERA望遠鏡ができて石垣島が宇宙の研究に役
立つことはうれしいことだ。この島からも新に
天文学者が誕生することを期待します。」との挨
拶をいただきました。
観望会の方ですが、国立天文台からは口径

20cmの反射望遠鏡を２台、小型望遠鏡４台、双
眼鏡３台にビデオプロジェクタ、八重山星の会
からも望遠鏡の他に高感度カメラにプロジェク
タを用意いただきました。観望会には1500名を
超える人が集まったようで大盛会でした。1000
部用意していた星座図鑑が無くなり、VERAの
パンフレットだけしかもらえなかった人、何も
もらえなかた人も出てしまいました。八重山星
の会の方が用意された高感度カメラにより、上
弦の月や夏の星座を大スクリーン上に投影でき
たおかげで、多数の参加者を最後まで飽きさせ
ないで過ごせました。多数の参加者が見込まれ
る行事では、望遠鏡だけではなくこのような機
材は必須のようです。

「伝統的七夕」の行事を企画している目的の
ひとつであるライトダウンについては、石垣市
（港湾課、水産課）、ホテル、企業、発電所に協
力いただきました。限られた時間帯ですが、趣
旨を理解いただけたことは大変良かったと思い
ます。
最後に、石垣市（広報広聴課他）、石垣市教育

委員会、八重山星の会には、受付や、会場警備、
駐車場の整理、見学者の誘導などの裏方の仕事
も引き受けていただきました。この紙面を借り
してお礼申し上げます。

（地球回転研究系　助手　田村良明）



岡山天体物理観測所では、去る８月24日に特
別公開を行いました。ちょうど子供たちが夏休
み中であり、また８月は天文に関するイベント
が多く、子供を含め一般の方々も星空に興味を
抱いているであろうということでこの時期に開
催いたしました。今回のテーマは「もう一つの
太陽系を探せ（系外惑星探査）」というもので、
ちょうど岡山観測所に系外惑星探査を研究して
いる観測者が滞在しているので、テーマとして
申し分ないと考えました。多くの子供たちは
我々の住む地球のような星はほかにも有るのだ
ろうか？等大変興味を持っています。展示物で
は、岡山観測所で行っている、他の太陽系を探
す研究の最前線などパネルで紹介し、惑星探査
の将来計画にも言及いたしました。その他観測
装置の展示、説明なども行いましたが、中でも
赤外カメラと普通のCCDカメラで、煙の向こう
に見える線香の火を見比べるイベントは大変良
い赤外線観測の実験となったようです。
見学順路は、身障者やお年寄りのことを考え

て本館の下を通って188cmドームに至るやや緩
やかな順路と、博物館から直接188cmドームに
至る少々急な順路と二コースを設けました。ま
た昨年の反省を生かし、188cmドーム内には東
玄関から入っていただき、ビジタースギャラリ
ーを通ってドーム内に入っていただくコースに
変更したため、流れがとてもスムースで、毎年
西玄関からの出入りで混雑し、狭い階段を上が
り降りする人がぶつかり合うこともなく、大変
良い見学コースであったと思います。
今回は初めての試みとして、西玄関にて電波

天文学研究系の阪本成一氏の協力を得て、数種
類の望遠鏡のペーパークラフト制作を行いまし
た。
また、主鏡の見学会も実施しましたが、これ

らは両方とも大変好評でした。ペーパークラフ
ト制作に夢中になっている子供さんは、時間の
たつのも忘れるほど熱中していたようでした。
188cmの主鏡見学では、整理券を配り見学人

数を調整せざるをえませんでした。主鏡を見せ
ることは、今回の観測所のアピールとして大変

良い印象を与えたようです。
ドーム内では、計算機制御により、定期的に

望遠鏡を星に向けるデモンストレーションも行
い、多くの人が大きな望遠鏡とドームが連動し
て動く様子に感動していました。
小学生など子供さんには、遊び心をくすぐる

催しとして、自分でコントロールパネルから操
作させてドームを動かさせることも行いました
が、結構感動していたようでした。
当日配布したアンケートによると、良かった

点としてやはり188cm望遠鏡が動くところが見
られたことと言うのが一番多く、日本一の主鏡
が見られたこと、望遠鏡に関する説明、ペーパ
ークラフト作りと続き、見学者の感激ぶりが伺
えます。
毎年町営の天文博物館とも共催で多くの支援

をいただいています。プラネタリウムの投影、
太陽の観測、星座・天体ビンゴゲーム、クイズ
ラリー、星座ランキング、手作り分光器など大
変好評でした。博物館関係のアンケート調査に
よれば、プラネタリウムがダントツで太陽観測、
クイズラリー、展示室が良かったと続いていま
す。
今回の特別公開は老若男女を問わずほとんど

の方が満足したようでした。博物館の方々も、
計画した我々職員も、仕事に追われながらの準
備で、直前まで頑張りましたが、この苦労は報
われたようでした。

（岡山天体物理観測所　助手　岡田隆史）



今年初めてのイベント「夏休みジュニア天文
教室」が8月26日～30日、三鷹キャンパスにお
いて行われました。小学生、中学生、高校生が
対象のイベントでしたが、夏休み最後の一週間
ということもあって、宿題を手にやってきた子
ども達も多くいました。内容は日替わりで、天
文・宇宙に関する質問コーナーでは、各研究分
野の専門の職員が相談員として活躍しました。
天文学者になるにはどうしたらいいの？とい

った進路の相談から、ブラックホールの中はど
うなっているの？、無重力を作る方法は？など
といった難解な質問、その他にも、天文学者は
何をする人？、天文台は何をしているところ？
といった質問もありました。
工作・観察教室では、電波望遠鏡(ALMA)のペ

ーパークラフト、ハワイ観測所とのTV会議、太
陽黒点のスケッチ、星座早見盤、日時計の工作
を行いました。子ども達にとっては少し難しい
工作も1時間以上かけて熱心に取り組む姿が見
受けられました。
来場者は主に三鷹市周辺からが多く、5日間で

のべ300人ほどになり、特に工作教室は人気が
ありました。中には毎日やって来る子もいて、
子ども達にとってはちょっとした知的な？遊び
場だったようです。
子ども達の素朴な疑問ほど答えるのが難しい

質問はありません。相談員をしてくださった皆
様にとっては、質問攻めにあい、貴重な機会と
なったのではないでしょうか。
ジュニア天文教室を無事終えることができ、

皆様のご協力に深く感謝いたします。
（広報普及室　教務補佐員　室井恭子）



宇宙や銀河そして我々を構成する様々な元素
はいつどこで創られ、どのように進化してきた
のか？現代の天文学で元素の起源とその進化の
歴史を探ることは重要なテーマである。これま
での研究で水素やヘリウムはビッグバンで、鉄
族までの元素については星の内部での核融合反
応によって合成されることが明らかになってい
る。一方、鉄より重い元素は中性子捕獲によっ
て合成されると考えられているが、それを引き
起こす起源については未解決の課題が多い。中
性子捕獲元素は主にｓ(slow)プロセスとｒ(rapid)

プロセスという2つのプロセスによって合成さ
れると考えられているが、特にｒプロセスがど
ういった天体現象のもとに起こっているかはい
まだに明らかにされていない。
このような問題を調べるには、金属欠乏星の

化学組成を調べることが有効な手段である。鉄
の組成比が太陽の1000分の1程度の超金属欠乏
星は、単一、もしくは少数の元素合成過程を反
映していると考えられるためである。これまで
の超金属欠乏星の観測により、中性子捕獲元素
が過剰に見られる天体が、少数ながら発見され
てきている。それらの星は詳しく観測され、
56＜Z＜72の元素については、その組成パター
ンが太陽のｒプロセス組成パターンとよく一致
することが示された。このことは銀河系が誕生
してまもないころはｓプロセスの影響はほとん
ど無く、すべての中性子捕獲元素はｒプロセス
によって合成され、その合成される組成比は常
に一定で、太陽のパターンと同じであると考え
られるようになった。
さらにこれらの星では放射性元素である Th

（トリウム）(Z=90)も検出された。Thは半減期が
140億年と宇宙年齢に匹敵するほど長く、すべ
てｒプロセスで合成されるため、安定なｒプロ
セス元素であるEu（ユウロピウム）とThの組成

比から星の年齢を求め、銀河の年齢に下限を与
えることができる可能性があり、これまでに複
数の天体に対して約150±40億年という年齢が
得られている。ただし、このThを使って年齢を
求めるときに、安定な元素もThも太陽の初期ｒ
プロセス組成パターンと完全に一致するという
仮定を用いている。この仮定はまだ十分確認さ
れておらず、Thまで含めて、ｒプロセス元素合
成による組成パターンの詳細な研究が必要であ
る。
我々は、すばる望遠鏡高分散分光器(HDS)を

用いて、超金属欠乏星22天体を、高い波長分解
能と高いS/Nで観測し、その組成を調べた。
その結果、多数の中性子捕獲元素が観測され、

その組成比はα元素や鉄族などの軽い元素と比
べて大きな分散が見られることが確認された(図
1)。これはｒプロセスをおこす天体現象は、α
元素や鉄族元素を合成する過程に比べて限られ
た場所でおこっており、しかもその結果が銀河
初期の星間ガスの中では十分に混合されていな
いことを示している。



我々のサンプルの中では11天体でEuが検出さ
れたが、観測されたBa（バリウム）とEuの比は
どれも太陽のｒプロセス値に近いものであった。
このことから、これらの金属欠乏星では、重元
素合成過程としてはｒプロセスが卓越している
と考えられる。特に中性子捕獲元素が多数検出
できた7天体についてその組成パターンを調べ
ると、ほとんどの星で56＜Z＜70の元素につい
ては太陽のｒプロセスパターンとほぼ一致した
(図2)。38＜Z＜46の軽い中性子捕獲元素につい
ては、太陽のｒプロセスパターンとまったく一
致しなかった。この結果は過去にもいくつかの
星で確認されており、このことはZ＜56の軽い
中性子捕獲元素は重い中性子捕獲元素をつくる
ｒプロセスとは別の過程が存在する可能性を示
している。

上述の7天体ではThも検出することができた。
Thは放射性元素であり、時間とともに減少する
ので仮にこれらの超金属欠乏星の重元素の初期
組成が太陽系のｒプロセス成分の初期組成と同
一であるとすれば、太陽の値よりはるかに減少
している(Th/Eu比が小さい)と期待される。しか
しながら、ThとEuの組成比には分散が見られ、
その平均値は予想される太陽系のTh/Eu比の初
期値に比べてさほど小さくない(図3)。

この値をそのまま用いると非常に短い年齢が
得られることになる。これらの超金属欠乏星が
太陽と同じ程度の年齢とは考えにくいので、少
なくとも一部の金属欠乏星については太陽に比
べて高い Thの初期値を持っていたと考えられ
る。この結果から、金属欠乏星の中性子捕獲元
素の組成パターンは、ThのようにZの大きな元
素については、必ずしも太陽のｒプロセスパタ
ーンに一致するとは限らず、星ごとに違ったパ
ターンを持つことが示唆される。金属欠乏星の
初期組成比を求めるには太陽で観測される組成
比のパターンから単純に推定することはできず、
天体ごとに組成パターンを推定する必要がある。
本博士論文をまとめるにあたり、指導教官で

ある国立天文台の梶野敏貴助教授をはじめ、す
ばるHDS装置グループ、ハワイ観測所の方々に
は多大なる助言や協力をしていただきました。
この場をお借りして感謝を申し上げます。



共同利用案内

ハワイ観測所（唐牛宏所長）は、2002年10月から2003年3月までの6カ月間に71夜を、すばる望
遠鏡共同利用第S02B期として公開しました。公募の結果、合計193件、希望総夜数448夜の応募が
あり、プログラム小委員会（舞原俊憲委員長）が、レフェリーによる審査結果にもとづき、合計39
提案を採択し、71夜の配分を決定しました。採択課題は以下のとおりです。
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■M17（オメガ星雲：散光星雲）いて座
星雲の形がギリシャ文字のΩの字に似ている

ためオメガ星雲とも呼ばれるが、他にも、白鳥
星雲、馬蹄星雲など、多くの愛称がある散光星
雲で、双眼鏡でもとても美しく見える。いて
座・南斗六星のひしゃくの杖の北側に見えるが、
このあたりは、M16、M18、M24、M25など、天
の川の中でも明るい星雲・星団がひしめく場所
である。写真に撮影すると赤い色がひときわ目
立つ。星雲の中で大規模な星形成がさかんに行
われている証拠でもある。同様の星形成領域で
あるM16（わし星雲）とは夜空でも隣同士だが、
実際にも銀河系の同じ腕にあり、実空間的でも
隣り合っている。

■M18（散開星団）いて座
M17のすぐ南側にある散開星団。小さな望遠

鏡や双眼鏡でも見ることができるが、星の数が
少なく小さいので、天の川の中にあってはあま
り目立たない存在の星団である。メシエが1764
年に発見しカタログに加えた。

■M19（球状星団）へびつかい座
明るいが小さな球状星団で、少しいびつな形

をしている。小口径の望遠鏡では、中心部まで
個々の星を分解して見るのは難しい。1764年に
メシエにより発見されカタログに加えられたが、
のちに（1784年）、ウィリアム・ハーシェルによ
って星団であることが確認された。

■M20（三裂星雲：散光星雲）いて座
星雲を横切る暗黒星雲がこれを３つに引き裂

いているように見えることから、"「三裂星雲」
と呼ばれている。この愛称は、ジョン・ハーシ
ェルによって名付けられたものである。この赤
い色の星雲のすぐ北側には、小さな青い色の星
雲がよく目立ち、写真に撮影すると絶妙のコン
トラストを見せるため、天体写真愛好家にとっ
て人気の撮影対象でもある。M8（干潟星雲）の
およそ２°北にあり、双眼鏡では同じ視野で観
察することができるが、M8に比べるとあまりに
も小さく迫力に欠ける。大口径望遠鏡で見る
M20は、星雲の微細な構造も見えておもしろい。

（広報普及室　教務補佐員　小野智子）
参考：http://www.seds.org/messier/Messier.html




